
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

平成25年度予算の減は、支援団体の減に伴うものであるが、目標の達成に向けて計画的に実施する。

中山間地域においては、農家の高齢化に伴う農地の遊休荒廃化を防止していくことは大きな課題であり、今後も農地の保全活動を実施

する団体を支援していく。

目標に対

する成果

の状況

県ホームページへの掲載等、事業ＰＲにより地域住民活動へ周知を図った結果、支援5団体となり成果目標を達成することができた。
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 概算事業費（B（A）+C）
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概　算

人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832

1,514 1,384 2,046

Aの

財源

0 0

地域住民活動への

支援

項目

-441

2,050 1,742 2,130 2,071

4団体

1,7422,050

-829-613

2,0712,130

予

算

額

前年度繰越

当初予算

事業内容

１．地域住民活動への支援

補助金

・

交付金

２．地域住民活動のリーダー

育成

直接

2,663

補正予算

合計（A)

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

達成状況

24年度24年度24年度24年度 25年度

2,571 2,071

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

H24 H25

（当初）

実施方法項目

2,571

2,000 1,702・棚田を保全する地域住民活動への支援（5団体）

目標 成果

現状

■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 長野県ふるさと農村活性化基金（国1/3、県2/3）を活用して実施することが

効果的である。中山間ふるさと・水と土保全対策事業実施要綱、中山間ふるさと・水と土保全推

進事業実施要綱

（決算） （当初）

H24事業実績

344 571

事業番号 08 05

達成4団体 5団体

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

1,500

施策の総合的展開

2-1 魅力ある地域の創造と発信

○農業用施設及び農地の保全活動への支援　　 4団体

中山間地域において農業用施設や農地を保全する地域住民活動に支援し、また、その活動を推進する人材を育成することにより、地域

住民活動の活性化を図り、農村の持つ景観や環境などの多面的機能が将来にわたって良好に発揮される「美しい農村」の維持を目指

す。

事　業　名 ふるさと農村活性化事業費ふるさと農村活性化事業費ふるさと農村活性化事業費ふるさと農村活性化事業費
担

当

課

部局 農政部

2,046 2,0712,571

成果目標の達成状況

合計

3団体

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）

・農業用施設や農地を保全する地域住民活動を推進

指導するリーダーの育成

571

中山間地域の農村では、過疎化や高齢化が著しく進行し、地域住民による農業用施設や農地の保全活動が十分に行えなくなり、遊休農

地の増加等によって良好な景観と環境が損なわれてきている。

3 元気ある地域づくりの促進

県が関与

する理由

目指す姿

01

E-mail

農地整備課

nochi@pref.nagano.lg.jp

（単位：千円）　

□法令等義務 □内部管理

実施期間 Ｈ１１ ～

課・室

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検


